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ふりかえリシート

「2日 間の体陰ではじたこと」
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わくわく!トキドキ !サバィバル体験
「2日間の体験で感じたこと」(児童)

名氏 感 じ た と

1 班

岡部 美 紀

さいしょはおElさんに、行きなさい.と 言われて、なんとなくいやだったけど、イi

つてみると楽 しくて、またこういうのがあったら、行つてみたい。みんなでごはん

を作ったりするのが面白かつた。夜は、ぜんぜんねむれなくて、夜の 111までねれ

なくて、みんなでいるんなお話をして, ご`くたのしかった。地 しんのこととかよく

わかった。

1 班

桁TH 祐 希

<カ ンパン>た べる前までは、た八たことがないからどういう物だろうと思って

た。たべてみたら、けつこうおいしかった (いけるゼィ).

くねたキ>ね る前は、なんかう～れ～1ン～い～な～と思つていましたuそ したら、

きたいどおり友達と小さな声で布同の中でおしゃべりをして、1時ごろまで友だち

といろいるしたら、友だちがおこしてネといって、ねてしまつたのです。それで約

京の時間がきたのでおこしました.だ けど、何回おこしてもぜんぜんおきませんで

した,な ので、あきらめミした。

<明 日からのロイ票>いつもフエなどをもらあるく。

可班

坂本 い わお

米がかたかったどはんがおいしかった。こゎい話がおもしろかつた。ねるときカー

テンをしめる。

1 班

池本 型

ごはんがおいしかった。ねるとき楽しかった。せいりせいとん。

1 班

H崎  雅 彦

いろいろ体験 しておもしろかったJね る時に遊んでいて楽 しかった。地 しんのこと

がよくわかったuね る所に電い物をおかない。 1ば んは、おもしろかつた。

1 コI

佐々木 慎

<8/8>地 しんの事が良くわかり、じしんがおきたられいせいに行動 して、自動

はんばいきなど、たおれてくる1)の近くによらない。

<8/4>ま どが大きいと、地しんに55い家という事がわかった。タンスにつっば

りぼうをつける。

l llI

二宮 子 介

<8/3>地 しんのことや束IJの歴史、非常用道具で必要なものをポスターゼッシ

ョンで表 したりした。それからそ人たちに非常用道典を発表したあと、ど飯を食八

てねた。

<8/4>お きてラジオ体そうをし、カンパンを食べて地 しんについてや りあぶな

いところをポスターーセッションで発表したc

<明 日からできる防災>寝 る時はカーテンをしめる。

l  I I

片岡 貴 大

< 8 / 3 , ど はんはかたかった。川のことがわかった。地 しんの ことがわかった.

<8/4>カ ンパンがいろいろなもので食べれることがわかった。

ふえをおく。ぼうさいずさんをおくさ
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わくわく |ドキ ドキ !サバイバル体験
「2日 間の体験で感 じたことJ(児 童)

名氏 感 じ た と

1 班

加藤 時 生

地しんの事や東山学区の歴史のことでちょっと14Fが長かつたけど、とてもびつくり

した。どはんは、だいぶばさばさだった.

ひじようもちだしぶくるをげんかんにおいておく.

2 班

勇上 杏 子

非常持11ぶくろにあんなにたくさんいるものがあるとは、知らなかった。地しんが

来るとはrlっていたけど、どれくらいのひがいがあるかどうかわからなくて、この

体験をしてからだいたいわかるようになりました。

2 1 1

塩川 晴 香

最初はやつていけるのか不安だったけど、やってぃるうちに、各lIのリーターの人

とかとも楽しく遊んだりできました I

<ほ のぼのあかり>地 いきのみなさんとみんなで、ほのぼのあかりを作っているう

ちに地いきのみなさんとt】仲良く話し令いしながらできました !

2 1 F

野々山 亜 季

今までは、じしんなどはこないだろうと思つていて 何 もじゅんび (とか)し てい

なかったけど、じしんやひなんのことを聞いて、家にもあぶないところがあるから

気をつけようと思つた。ひなんのじゅんびもしておこうと思った.

ほのぼのあかりをつくるのがおもしろかった。あかりをつけたときに、ちゃんとで

きてよかつたと思った。とても楽 しかったので、家でもつくろうと思つた。

2班

牧ば 愛

この体験に参加する前は 「地しんがくるJと 言われていて )ヽ、「どうしようJと 思

うだけで、色々な対策などはしていなかったけれど、この体験を通して 『地しん』

は本当にこわい()のだと強く感じました。家に帰つたら こ の体Fr rで学んだことを

いかし、家族と話して、それをじっこうしていこうと思いました。

地しんについて、私は少し知っていたけれど、この体験で地しんのひがいがすご

く、少しの対策をするだけで、まつたくのひがいをあたえないことを知れて良かっ

たです。

2 tlモ

しおかわ

けんたろ う

じしんはじしんたいさくをすればぜんぜんこわくない。じしんでいえはあんまりく

ずれていないが、となりからなどの大がうつってしまって、にげられなかった人が

おおかった。

2  E I

柄沢 晃 宏

地震が起きた時はおちついて行動をすれば助かる。いろいろな災害が地震によって

起こって1)近所の人と協力すれば助かる。

2  1 J I

I本 年 輔

地しんはこわくない。地しんが起きたとさにれいせいになればたすかる。

2 班

早) 翔

きちんとじしんよぼうをすればじしんなんかこわくないつてことがわかった (ほん

とうは、じしんがいやっあたりまえ 1 )じ しんのしんどは、さいこぅ7 1 /になるこ

とがわかった。
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わくわく !ドキドキ !サバィハル体験
「2日間の体験で感 じたこと|(児童)

3 〕1

山E U  晃弘

サバイバル体験は、いままでしらなかったことをたくさんおしえてもらつてよかっ

たです。古の″1史をおしえてもらったとき日本は、■と今とではぜんぜんちがって

いるいるわかった。あと、地しんのこわさや、地しんたいさくをおしえてr)らって

よかったです。かんぱんやコンソメスープの中にかんばんのこまかいやつを入れて

たAた りしてたのしかったです.み んなとたのしくできてすごくたのしかっ/こで

す。ねるときも友達といっしょにラブオや、話をしてたのしかったです.

3,E

亀山 拓 哉

lLしんの学習がテいそうでとてもわかりやすく学べた。点 の れきt″も半/けだ.夜

にカッキーゃ友だちとした、こわい話もちょっとさむくなったけどおもしろかっ

た。ごはんをたいて、切つて、1)りつけてくばって、え、リカ車)を1)らったり、みムメ

なでたべておいしかった。ジャムをつけたかんばんもおいしい、コンツメスープで

ふやふやになつたかんなんはふのようだった。

おもつたよりかんぱんはますかった。廿の束山の学校は1かいだけだったから学甘

できた。

3りi

伊藤 千 映

今まで、東海大地しんがおきたら、助からないだろうなと思つていたけど 家 具を

固定したり、〕「常ぶくるを用意することで、地 しんがおこって )ヽ助かるということ

がわかつた。又 束  学 区の歴史も お どろくことがいっばいあった.

3りi

赤塚 夕 紀

20年 ～40年 ぐらいの時の束山小の生従の人数は 2000人 ぐらいだったので
「
そんなにいたなんて !Jと 思ってびっくりした. 1年生が象に乗つていたから、

ずるい 1と思つた。夜にトランプをやつたり、TVを 見たりして楽 [か った,

3  L I

坂 口 七 夏

2日 間の体験で、じしんの防災のたメ)にすることの中で、特に1きじたこと (という

よりおどろいたこと)は 、前じしん度で,)、同定を,‐るとしないでは全然家の中が

ちが うことです。あんなに何 t,おこらなかったかのようのままになるとは、恕像以

上でした。なのでわたしも固定とかしといたほうがいいなと思いました,

3 りf

外輸 ブL

できることがあれば や

あせらずに地t卓 ′)人と

じしんのことがよくわかつたので こ れかにぅたいさくで

った方がいいと思つた。もし、本当にじしんが起ったら

たすけ合わないとと思つた.

4  f V 子

上沢 侑 花

ごはんをみんなで作って食べるのが楽 i夕かった.夜 による時ちょぅとこわかっ

たけど、いい体験ができた。発表もたくさんできてうれ しかった.ま た、さん

か 1クよいと思つた。地 しんたいさくや地しんに強い夕の事がわかってよかった。

カンバンの食べ方やアイデアがわかって うれ しかった(1昔の人にいろんな話を

お したてもらつてよくわかつたt家 に帰ったら、 2日 勉強した事をおじえてあ

げてやつてみたいと思つたt夜 の トイレはちょっとこわかった.|)の すごく,fH

しかつた.
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わくわく |ドキドキ !ナバイバル体険
「2日間の体験で感じたことJ(児童)

名氏 感 じ た と

4 班

1自谷 直 哉

じしんのおそろしさが改めてわかった。 じ しんはいつくるかわからないのでい

つもじしん対さくをいつもしておくといいことがわかった。 じRクんがきてもあ

せらずに行動 したした方がいい。非常食なのにおいしく、いっぱい食r、れた。

自分のねるとこにあぶない物がいっばいあった。

4 班

牧山 ひ かり

本当ににげるときの体けんとにてることをしたから、いつも食べるごはんとち

よつとちがう物を食べることがわかった。夜なかなかねむれなかった。あかり

をつけたとき、きれいだった。ちょぅど4年 で火事などの勉強をしていてくわ

しく火事などのことがわかった。食事を作る時見てるだけで楽しかった.

4班

加藤 野 乃花

お米があんまりおいしくなかった。体育館でねたけどあまりよくなかったt発

表がいやだった。カンパンがあんまりおいしくなかった。ねむかった。

4班

斉藤 開

ひじよう食はみんなで作つておいしかった。ねるときものすごく暑く少t″しか

ねれなかったcか んばんはジャムを付けるとおいしかった。 じ しんはしんど5

をこえるとこわい。

4 班

中山 直 哉

地しんはこわい.ひ じょぅしょくでもおいしい。ひじょう食はかんたんにでき

る。ねごこちがわるかつた。カンパンはパンと全くちがった.

5班

山村 謙 太郎

じしんがおきたときに大きい物につぶされてこえがでないとき、

いればたすけをよべて、いつじしんがおきるかわかんないから、

んとしておかなきゃいけないことがわかった。

ふえをもって

ようr はヽちゃ

5班

佐々木 聖

じしんはすごくこわいけど、せいりなどできることがたくさんあった。かんば

んはおいしかったけど、すぐにおなかがいっばいになった。

5班

高橋 意 多

たきだし体験の自分たちで作つた、みそしるがおいしかった。カンにあなをあ

けるのが楽しかった。ひじょう食のカンパンがけっこうおいしかったので、び

つくりした。 じ しんの仕組が、けっこうよくゎかったのでよかったぃ じ しんっ

てけっこうこわいなあと思つた。

5 班

島 日 菜 央

<勉 強したこと>い ろんなことがわかった。地しんについて、いろんなことが

学べて楽しかった。いるんなことをしないといけないと思つた。(勉強してから)

家が、すごくさけんだと思つた.い ろんなお話 しが聞けてよかった。

<そ の他>み そ しるを作る時たまねぎを切る時、なみだが出てきたけど、とっ

ても楽しかった。flる時全然ねられなさそうだったけど、ねられてよかった。

ラジオ体そうも、楽しかった。

(全 たいで>思 つてたより、けっこう楽しかつた。
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わくわく !ドキ ドキ !サバィ′ミル体験
「2日 間の体験で感 じたことJ(児 童)

氏 名 じ た と感

5班

安藤 鈴

夕資とかのりょうが少なくて、もっと食べたいな～と思った。

(今 日帰ってスグできること>も ち出しぶくろのチェック.

5 班

稲田 ま き

わたしのしらなかったことが、たったの2日間で、いろいるわかりました。い

えでも、また、いろいろ調べてわかったことを、私の友だちや先■に言いたい

です。どうtぅ、ありがとうございました。

5 班

吉日 比 輝

カンパンがいがいにおいしかった。たき出 し体験で火をおこすのと、カンに穴

をあけるのと、オノでまきをわったのがおもしろかった。

5班

布村 彩 花

もちろん、体育館にとまる事は、はじめてだったから、どんなかんじかわかり

ませんでした。とくにおもしろかったなと思つた事は、自分たちで野菜をきる
つていわれて、うれしかったです。PTAの 人が、切り方をおしえてもらつた

ので、とてもうまく切れました.大学生のおにいさんにおしえてもらった事は、

わすれないようにしたいです。サバイバルたいけん、おもしろかつたです. 2

日目も、PTAの 人のげき、おt〉しろかったです。またあったらきたいです。

6班

波多野 正 匡

この初めてのサバイバル体験をしてとても勉数になりました。地震の歴史のこ

とも、カロ藤さんにおしえてもらってどうして地震がおこるのかもおしえてもら

つたしブルルくんというきかいで家がたおれにくいようになるはうほうや地震

の時にかつやくするさかい (電気をてらす)こ ともしってうれに″いですtた の

しかったことはじぶんたちでみそしるをつくってたべたことです。とってそぅお

いしかたです。自分の救急バックのこともいるいろかんがえてよかったしいる

いろな人とであえてよかったし、たけぽんもいろいろおしえてくれたのでよか

つたです。 とってもたのしかったです.

6 班

小松 祐 輔

地しんのことでサバイバルにきて、ひじょうもち出Iンぶくるの発表をしたり、

みんなでみそ しるやごはんをつくったり、カロ藤さんの地しんの話などして、夜

はみんなとねるし、あついし、東山小で初めてオ1るので、あんまりねむれなく

て、 2日 日は、カンパンのおいしい食べ方があって、ジャムをつけるのがいち

ばんおいしかったです。あと地しんたいさくの発表などがありました,P T A

の人たちもげきもやつてくれたから、地 しんのこともとてもよく分かりました。

6 班

加藤 健 介

夕食を作る時に、なかなか上手に玉ねぎを切ることができなかったけど、どう

にかおいしく出来ました。また加藤さんに東山の歴史を初めて関いた時にこん

なことがあったんだと感動 してしまいました。 2日 目に 『がるる者』 という機

械で実験をした時に、どういうふ うにすれば、家がくずれないかとい うことを

習いました。カンパンの試食でカンパンはおいしかったです.ま た、コンツメ

スープ1)おいしかつたです。このような体験がでさて、とてもいい思い出にな

つたと思います。
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わくわく!ドキドキ |サバィバル体験
「2日間の体験で感じたことJ(児童)

氏 名 じ とた感

6 Fll

山田 杏 奈

たのしかったこ

しっぱいしたこ

かつたです。

とは、地しんの発表で坑 かみにかいてはったりして発表して、

ともあったけど、たのしかったです。かんぱんもすごくおいし

6 班

小出 夕 貴

料理でわからないことをPTA、 地元の人たちがいろんな切 り方を教えてくれ
たので少 しおぼえれたと思 う。夜 10時 にはみんなころがってたけど、私は友
蓮とこわい話をしていました。とても楽しかった。

6班

三坂 洋 太朗

ゆう食でみそしるをつくってたのしかった。あじみ してみたらおいしかった。
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わくわく !ドキ ドキ !サバイタヽル体験
「2日 円の体険で感 じたこと|(大 人)

名氏 感 じ た と

Jり,

小松 み どり

家の非常持ち出し袋の中身を見直す。良い機会になりました。今回新 しく教えてい

ただいた物 (ラップ etc)も 迪力「して作り巾it,たいと思います.十 1tとが積極的

に色々な意見を出しあつている姿がとても良かったです.イ 供なりに防災に関心を

持ち、真剣に考えていることがわかりました。

2 班

岩 田 二 郎

身辺に危険な個所が沢山有ることを痛感した。

最初にタンス、テレビ、本棚を回定する。

2班

石黒 倣

先ずやれることからやる。非常持出の整備、町内会防災役割分担の確認、家只の出せ

置 固 定の再チェンク。

2 フモ

森田 理 忠

子供達が、思つたよりもよく考え、動いていました。ただ、大人の数が多すぎて、

困つてtィまうこともありました。2日 日のように別メニューt〉良いかと思います。

タイムスケジュールが、意外にもびつたりとはこび、食事の準備は間に合うのか不

安でしたがばっちりでした。スタッフの方々、お疲れ様で した。

3 班

力日,藤 1言「i

いつやつて来るか判らない災害の為に常H頃 からこの様な準備、訓棟が必要だと痛

感 しました。

3 1 F

加Ff 滋

子供達に地震に対する、いるんな知識 体 験ができ意義ある惟しと思う。

大人について大勢の人を対象にこの様な催しも必要とはじている.

3班

佐々木 格 子

1日 日の炊き山しは、火をおこす亭から野莱切り、配膳、食事とスムーズに出来た

ので、本当に反災が米た時も皆があ力して出来ると良いと思いました。■区の府史

のお話も興味深くお聞きしました (子供t〉真両日に聞いていたので、良かったで

す)。カンパンの場げた物がコンツメスーブとあっていておいしかったです。

3 班

水崎 洋

子供達ともつと交流しながらの行市かと思つていた。いろいろ災害時を想定しての

2日 間の体験だつたが 実 際に災害になってない現在でも、まとまりのない事、担

当者の言う市が全員に伝わりにくいなど、実際に災官にあった時の百が把いやられ

る。まだまだ町民の討僚 意 識の向上が必要だ。

3 班

不叫

rr内会で防災に対 し話 し合い、役伸|りを決める事。町内会全員で体験も良いと忠 う。

4 班

神谷 由 業

2日 目から参加 したので参加 L,たので、あまりわからないですが 朝 食のカンバン

が意外とおいしくいただけました。地域での防災対策を細かい単小ケで行つた方が良

いと思いましたで

Hr内会で具体的な備蓄などの市し合いが必要.
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わくわく |ドキドキ !サバィバル体験
「2日間の体験で感じたことJ(大 人)

名氏 感 じ た と

4 班

臼井 さ ゆり

<1日 目>力u藤さんの前演がよかった。上器が発掘されたことが始めてわかった。
どはんはかわいていたので、食べにくかった。

(2日 日>カ ンバンを久しぶりに食べた。カンバンにも色々な食へ方があるという
ことがおどろきだった。防災に対して皆さんより意見が聞けて思つてもいなかった

ことが聞けてよかった。

なるべく地域で、となり同志でふだんつきあいを良くtャておくと、いざといぅ時お

互いに助けあえると思うので、近所の人々となるべく交流しておいた方が良いと思
います.防 災リュックをもう一度見直したいと思います。

4 」I

相沢 裕 美

この体験に参加させていただくにあたり、わが家の非常持出袋のⅢ身を政めて見直

すことができました。いるいろ新たに備えなくてはと反省いたしました。息子と共

に参カロしましたが み んなでたきだしをしたり、景立な話を学区の方から幻くこと

ができたりと、とても有意義な経験をさせていただきました。

今日子供たちが発表したことを家で実践できるよう、すぐに防災対策をしたいと思

います1)ス タンフの皆様、お疲れ様でございました。

4班

岩田 正 弘

1 防災の必要性を感 じた。

① 家内での家具固定 ② 町内での連絡方法 O防 災器具の点検

これらの事を今 日から見直し、 1つ ずつやってゆこうと思っている。

4班

木股 知 宥

子供達に自覚させた事はとてもよい。防災用品をしっかりと準備する(,防災袋

の置き場所を考える.防 災についての話 しを家族で話し合 う。町内会議で話し

をする。防災袋の中をときどき調べる.

4 コ1

加藤 茂

(70才 )

ボランティアのリーダーさんにはど吉労さまでにンた。ただし、内容的にはあま

り効果がなかったように思える。これ()今は危険意識がないので無理かも知れ

ない。子供たちにずれがあるように感じた。

4 班

加藤 工 明

初めて参加 させて頂き、なかなか小学生の方と会ふ事が少なく、自分の子供同

様、久しぶ りに会話が出来、小学生はそれなりの防災に関して色々発表 し、大

人の経験話を話す時間が若い人々に、自分なりの事t〉伝わり、若い人に防災体

験者 として話す時間が有り、又、私自身が色々体験出来、有意義ある2日 間で

した。ほんとうにありがとうございま,.

5 1 1 1

水谷 時 夫

いるいるとかんがえる事あり。今後とも心にとめておきたいと思います。

5班

水谷 保 子

子供たちが持ってきた非常持出袋を参考にしながら、自分の子供の非常持出袋

を備えなくてはいけないと思つた.
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わくわく !ドキ ドキ !サバィバル体験
「2H問 の体験で感じたこと」(大人)

名氏 感 じ た と

6班

浅田 晃 生

<地 震対策>安 全性の確認、必要をあらためて思った。

6班

服部 行 成

1 地 震は恐ろしいが実際には人間の無力さの方が実感である。

2 色 々と対策はあるけれど矢張りその時の立場 状 況に左右されるので、達

命論者的になつてしまう。起こらないことを祈るのみ。

3 し かしボランティアの皆様の熱心な姿を見るとこういう活動を粘 り強く続

けていくのが大切なんだろうなあとは強く感 じます。 し かしこの 「体験J

の帰 りみちに大地震があるかもしれないし,も [′災害が発生し生命があっ

たら一生懸命出来ることをします.

6班

日中 佐 貴江

子どもたちが持ち出し袋、自分の寝ている部屋のことを考文、対策等話 し合 う

時、よく考え積極的に意見を出し合い、良い話 し合いになり、とても良かった

と思います。我が家では食器戸棚につつばり棒、フィルムが貼ってある程度な

ので、子ども達の出し合っていた考え、栗用さんのお話をもとにIlが家を見直

し、実際に対策を行つていきたいと思います。

炊き出しも子どもたちそれぞれできる範囲で力を出し合い協力 し合って良い経

験ができました。

ほのばのあかりは大変参考になりました.

鹿子Hr

2日 日早朝かを,お世話になりました。カンパンは揚げたそぅのが大変なばしくおいし

かった。ヨンソメスープとカンパンの組み合わせはお腹に満足感があり、カンパン

がやわらかくなりよかったと思う。

無記名

子供達の防災意識が高まつたと思 う。

地htでの防災活動の協力が必要と感 じた。2

1

無記名

新聞等でよく兄、関心を持つが、実際に了供走とⅢ〔により考える 時 が持て、有音

義でした。自分の子又地域の連帯の大切さを感 じました。大学のお兄さんお姉さん

のお力に感訟十し、よリー
屑話題 /1を持ちいざの時に役立つ由分を今一度考えたい。

いい企画をして頂いた関係者の皆様に拍手、仰古労様でした。

日和東II

赤司

庄内の家具等の同定状lmLを確認 し、自分進の命を守れる程度の補強など実施する。

すぐ逃げることがIⅢ来る環境を作つておく。

cx 物 を必要以上に昔かない.

落ちてくる様な物はあらかじめ、同定するか取りのでいておく。

連絡がとりあえる様な人間関係を作る.
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